
第６回オンライン自主研修 感想・意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 今回の愛着形成の問題については、いろいろな場面で学んできたが、あらためて児童虐待・発達障

害・PTSD などとの関連性がとても強いことを再認識した。そして、保護観察の場面において、その知識

を身につけておくことの大切さを学んだ。 

しかしながら最も大切なことは、実際の場面でその知識をどう活かすか。その部分はこれから現場を

通じて学んでいきたい。 



② 親と子の愛着形成について話さなきゃならない立場だったり、C-PTSD 抱えた方のファシリテートさ

せて貰っているので、本当に勉強になり感謝です。いろんな？？が随分解明されました、、そ、そうい

う事だったんだって、、 

教育虐待の事に始まり、、、教育現場では結構見て見ないふりしている現実がある事を、今更ながら感

じましたし、虐待よりネグレクトの方が子どもの心への影響が大きく後で出てくる恐ろしさとか、とて

も分かりやすくお話頂け有難かったです。 

 安心と安全の違い、そして、ストックホルム症候群との共通性とか、考えたことなかったので、深

く考える良い機会になりました。 

 ありがとうございました。 

前回と同じお願ですが、、YouTube でずっと、視聴者への制限なしで、流して頂きたいです！！ 

 保護司じゃないけれど、この内容ご視聴いただき、一緒に学びたい方、いっぱいいらっしゃいます。 

 

③ 虐待と言えば、身体的・心理的・性的なものをイメージしますが、教育や医療にも虐待・ネグレク

トがあるのは考えさせられました 

以前、更生保護女性会の講演会で島田妙子さんの講演会があったと聞きましたが、またお会いして、

いろいろお話を聞きたいと思いました 

 

④ 本年６月３日（木）に引き続き、2回目の視聴であり、心理学の難しい内容であるが、より理解が

進みました。 

 小児期における親等からの愛情の欠如は、発達段階で種々の問題を起こします。講義では、愛着形成

に問題のある思春期少年の行動特徴として、不登校、反抗・虚言、暴力、盗み等が挙げられていまし

た。また、子ども虐待と非行・犯罪の関係は、少年院在院者のうち約 60％が被虐待体験を有していると

いうデータもあります。 

 良く言われるように、「犯罪者は犠牲者である」と言われる所以です。対象者に接する時には、この

事をよく理解して対応せねばならないことを再確認いたしました。 

 

⑤ 今回は２回目の視聴でしたが、「虐待・ネグレクトと心の問題」について理解を深めることができ

ました。２回とも保護司対象で、しかも期間限定の配信でしたが、そろそろ一般公開しても良いのでは

ないでしょうか？確かに「愛着障害とは何か」が発行されていますが、法務省 MOJchannel で公開され

ることをお願いします。 


